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日本空調サービス株式会社20120122/3/3 連結業績連結業績（（11））

金額 構成比 対前年増減率 金額 構成比 金額 構成比

売 上 高 合 計 35,156 100.0 +11.8 31,446 100.0 31,994 100.0

メンテナンスサービス売上高 25,419 72.3 +3.0 24,683 78.5 24,738 77.3

リニューアル工事完成工事高 9,736 27.7 +44.0 6,763 21.5 7,255 22.7

売 上 総 利 益 5,914 16.8 +12.6 5,254 16.7 5,595 17.5

販 売 費 ・ 一 般 管 理 費 4,390 12.5 +7.0 4,104 13.1 4,037 12.6

営 業 利 益 1,524 4.3 +32.7 1,149 3.7 1,558 4.9

営 業 外 収 益 112 89 97

営 業 外 費 用 25 28 18

経 常 利 益 1,611 4.6 +33.2 1,209 3.8 1,636 5.1

特 別 利 益 11 113 13

特 別 損 失 149 255 48

当 期 純 利 益 712 2.0 +62.2 438 1.4 825 2.6

2011/3 2010/32012/3

（百万円、％）
連結売上高過去最高を更新連結売上高過去最高を更新
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日本空調サービス株式会社20120122/3/3 連結連結業績（業績（22））

〈経常利益〉 対前期比で+402百万円

主に営業利益の増加に起因。

〈リニューアル工事〉 対前期比で+2,973百万円

東日本大震災の影響による完成時期ずれ込みもあり、
大幅に増加。

(内 訳)

東日本エリア 約 +2,000百万円

中日本エリア 約 +300百万円

西日本エリア 約 +600百万円

〈当期純利益〉 対前期比で+274百万円

税引前当期純利益 +406百万円

特別利益・特別損失 138百万円計上

（AIJ投資顧問運用委託消失相当額 101百万円他）

〈営業利益〉 対前期比で+375百万円

・売上総利益額/率 +660百万円 / +0.1ポイント

メンテナンスサービス・・・ +0.6ポイント

リニューアル工事 ・・・ +1.0ポイント

・販管費/率 ＋286百万円 / ▲0.6ポイント

人件費等 ＋237百万円、その他費用 ＋48百万円

〈メンテナンスサービス〉 対前期比で+736百万円

・新規FM（統括管理）業務受注 約+470百万円

（東京医療センター、国立がん研究センター東病院）

・スポットメンテナンスの増加 約+300百万円

(内 訳)

東日本エリア 約 +380百万円

中日本エリア 約▲160百万円

西日本エリア 約 +60百万円

利 益売 上
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日本空調サービス株式会社20120122/3/3 連結売上高推移連結売上高推移
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日本空調サービス株式会社従業員数推移従業員数推移

・2007/3末から2012/3末の5年間で469名（24.6％）の増加
・研修専門部署による人材育成の強化
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日本空調サービス株式会社連結売上構成連結売上構成

受託施設別売上高 （百万円）
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日本空調サービス株式会社20120122/3/3 連結キャッシュ・フロー連結キャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ･フロー
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借入金の
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▲459

東京支店
新社屋建設
費用▲820

（百万円）

（百万円）

（百万円）
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日本空調サービス株式会社連結財務状況連結財務状況

(百万円）
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主な要因

東京新社屋
建設費用 中間支払金

820百万円
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日本空調サービス株式会社20120133/3/3 連結業績予想連結業績予想（（11））

金額 構成比 対前年増減率 金額 構成比

売 上 高 合 計 34,500 100.0 ▲1.9 35,156 100.0

メンテナンスサービス売上高 26,900 78.0 +5.8 25,419 72.3

リニューアル工事完成工事高 7,600 22.0 ▲21.9 9,736 27.7

売 上 総 利 益 5,950 17.2 +0.6 5,914 16.8

販 売 費 ・ 一 般 管 理 費 4,400 12.8 +0.2 4,390 12.5

営 業 利 益 1,550 4.5 +1.7 1,524 4.3

営 業 外 収 益 120 112

営 業 外 費 用 30 25

経 常 利 益 1,640 4.8 +1.8 1,611 4.6

特 別 利 益 - 11

特 別 損 失 - 149

当 期 純 利 益 790 2.3 +10.9 712 2.0

2013/3予想 2012/3実績

（百万円、％）
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日本空調サービス株式会社20120133/3/3 連結業績予想（連結業績予想（22））

〈経常利益〉 対前期比で+29百万円

営業利益同様、前期並みの計画。

【経常利益率】

2013/3 4.8％（計画） 2012/3 4.6％（実績）

〈リニューアル工事〉 対前期比で▲2,136百万円

●足元の状況

東日本大震災による完成時期のずれ込みがあった前期に比べると
若干マイナスで推移。

〈当期純利益〉 対前期比で+78百万円

【当期純利益率】

2013/3 2.3％（計画） 2012/3 2.0％（実績）

（特別損失 149百万円計上）

〈営業利益〉 対前期比で+26百万円

●売上は減少するものの、比較的利益率の高いメンテナ
ンスサービスのウエイトが高くなることで、採算性の向
上を図る。

販管費も額・率ともに前期と同水準とし、営業利益でも
横ばいを維持する予定。

【売上総利益率】

2013/3 17.2％（計画） 2012/3 16.8％（実績）

〈メンテナンスサービス〉 対前期比で+1,481百万円

●計画

①年間契約 約 +1,000百万円

②スポットメンテナンス 約 +400百万円

●足元の状況

①大型年間契約

・新規受注（病院3ヶ所、国立大学他）

・失注（病院3ヶ所他）

・契約内容変更に伴う受注額増減

②スポットメンテナンス

前期並みに推移

利 益売 上

約約+750+750百万円百万円
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日本空調サービス株式会社連結売上高推移連結売上高推移
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リニューアル工事完成工事高

メンテナンスサービス売上高

24,909
(+3.5)

26,813
(+7.6)

29,545
(+4.0)

31,243
(+5.7)

31,994
(+2.4)

34,500
(-1.9)

28,416
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※ （ ）内は対前年増減率 31,446
(-1.7)

※ 2012/3より、セグメントを単一としておりますが、ここでは種類別として表示しております。
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(+11.8)

（百万円）

(14,174)(14,174) (14,718)(14,718) (15,102)(15,102) (16,048)(16,048) (17,181)(17,181) (17,168)(17,168) (16,434)(16,434) (16,(16,825825))
(1(177,,900900))

年間契約売上高
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日本空調サービス株式会社連結経常利益推移連結経常利益推移
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日本空調サービス株式会社TOPICSTOPICS

④④20122012年年99月月 東京支店新社屋東京支店新社屋竣工予定竣工予定

①貸借銘柄選定①貸借銘柄選定
2012年3月30日 当社株式貸借銘柄に選定

株式の流動性・需給関係の向上促進、売買の活性化と公正価格形成

②役員報酬体系見直し及び社外取締役の増員②役員報酬体系見直し及び社外取締役の増員を予定を予定
・役員退職慰労金制度の廃止

・株式報酬型ストックオプション（1円ストックオプション）の導入予定

・社外取締役1名（弁護士）増員予定（現状は社外取締役1名（公認会計士））

③ゲルマニウム半導体検出器導入③ゲルマニウム半導体検出器導入
福島原発事故に起因する放射性物質の汚染問題により精度の高い放射性物質分析測定が
求められることを受け、ゲルマニウム半導体検出器を導入

放射性物質の精度管理と当社技術力PR
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日本空調サービス株式会社利益還元利益還元

配当の基本方針配当の基本方針
「連結配当性向30％を目途に安定した配当の継続」
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日本空調サービス株式会社IRIRに対する考えに対する考え

（注）自己・機構名義含む
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東証・名証2部上場
立会外分売

222,000株実施

東証・名証1部上場
立会外分売150,000株実施

自己株式75,900株取得

立会外分売
310,000株実施

株主数推移

今後は、ウエイトの低かった
機関投資家向けIR活動にも

力を入れていく

機関投資家向けIR

IRに対する考え方

従来どおりの個人投資家向け
IR活動を続けながら中期的目
標として株主数5,000名突破を

目指す

さらにさらに

最適株主構成を模索最適株主構成を模索

立会外分売130,000株実施
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日本空調サービス株式会社営業拠点網営業拠点網

北海道

青森

秋田 岩手

山形 宮城

福島新潟

栃木群馬

山梨 埼玉 茨城

千葉東京

神奈川

静岡愛知

長野

富山石川

岐阜

三重奈良

和歌山

滋賀

福井

京都

大阪

兵庫

岡山

鳥取

広島

島根

山口

愛媛 香川

徳島高知

佐賀 福岡

大分

宮崎

熊本長崎

鹿児島

沖縄

日本空調サービス㈱
日本空調システム㈱
日空ビジネスサービス㈱≪人材派遣≫

㈱日本空調東海

㈱横浜日空

東日本空調管理㈱
イーテック・ジャパン㈱

㈱日本空調東北

㈱日本空調北陸

㈱日本空調岐阜

㈱日本空調三重

西日本空調管理㈱

蘇州・上海・無錫・杭州

蘇州日空山陽機電技術
有限公司
上海日空山陽国際貿易
有限公司中華人民共和国

：既進出地域

：未進出地域

日本空調サービス㈱ グループ会社
支店・営業所：49拠点 国内11社：32拠点

海外 2社： 4拠点

（江蘇省・浙江省・上海市）

※1 株式会社横浜日空は、2012年4月1日より休業しております。

※2 拠点数につきましては、従来の組織数表示から建物数表示に変更いたしました。



17

日本空調サービス株式会社今後の方向性今後の方向性

①コーポレート・ガバナンスの充実
最も大切なことは牽制機能の実効性を高めていくことだと考て

います。ガバナンスを十分に効かせられれば、業績向上に繋げ

ることができます。

②技術力の底あげ
技術力の向上こそが他社に対する最大の差別化であり、その

結果として利益を追求できる優位な立場になることができます。

そのために必要となる人材投資と教育を加速させます。

③グループの連携強化
今まで以上にそれぞれの距離感を縮めて、技術面・営業面・人

材面など、シナジー効果をより一層高められる関係を再構築し

ていきます。

社長就任にあたり「果たすべき責任」「果たすべき責任」とは
＝＝

企業価値の向上企業価値の向上

33つのつの施策施策



日本空調サービス株式会社

本資料に記載されている業績の予想・計画は、本資料作成時点において入手可能な情報に基づく
ものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想・計画数値と異なる場合があります。

ＩＲ担当：総務部広報チーム

ＴＥＬ：(052)773-2513 FAX：(052)778-4554

E-mail：ir@nikku.co.jp HP：http://www.nikku.co.jp

日本空調サービス株式会社
き れ い に し よ う 日 本 の 空 を

―― 環境創生企業環境創生企業 ――


